


　

①募集作品
モノクロ－ム・カラー・デジタル作品とも、単写真または組写真（枚数および構成は自由）とする。デジタルの単写真は６００万画素以上とする。コンピューター処理された写真も可とするが、全て応募者本人の写真であること。組写真は２名での共同制作を認める。
第１～３部は、校内展・クラブ展・支部展・春のチャレンジコンテスト（春チャレ）・高写連フォトコンテスト（高フォトコン）を除き未発表の作品とし、他のコンテストに応募し入選したものは出品できない。また、高写展『作品集』に掲載となった作品を他のコンテストに応募することはできない。
応募作品の中から、写真部会で依頼した審査員による予備審査を通過した作品のみを展示する。
	
	種　　　別
	サ　　イ　　ズ
	応募資格
	備　　　　　　考

	第１部
	単写真
	４ツ切、ワイド４ツ切
	１、２年生
	横または縦をフルサイズとする。

	第２部
	組写真
	545×650㍉ の木製パネル
	１、２年生
	応募時は 272×325㍉ のサイズ

	第３部
	単写真、組写真
	１、２部に同じ
	３年生
	組写真はレイアウト用紙に貼る。

	第４部
	単写真、組写真
	入賞作品
	１～３年生
	他のコンテストの入賞作品

	第５部
	単写真、組写真
	半切
	写真部顧問
	協賛展示


賞は、第１、２部に最優秀賞１点・優秀賞２点・優良賞３点・奨励賞２点、第３部に特別賞２点。

第１～３部に、「生徒の選んだ１点賞」
②作品の応募
応募料無料、応募点数自由。裏面に応募票を貼付し、学校ごとに「応募一覧表」を添付する。
組写真は、272×325㍉の台紙（色は黒または白）に貼るか、パソコンで制作して応募する。
［第１期募集］　９月２５日（木）必着、２７日（土）予備審査（展示決定）
（１）「春チャレ」「高フォトコン」での「展示決定作品」も、改めて高写展第１期で応募すること。
「春チャレ」「高フォトコン」でノミネートされた作品及び「入選」「入選同等」の作品は、「入賞候補作品」としてノミネートされるが、改めて第１期で応募すること。また、更に２点以上の作品を応募すること。
  （２）応募作品の４０～６０％程度、最大１４０点を展示作品として選考する。新たな展示決定は
１人２点までとする。
また、展示作品のうち１０点前後を「入賞候補作品」としてノミネートする。
（３）発表は３０日（月）写真部会ホームページで行う。各校の応募一覧番号で発表する。

（４）展示決定の作品は、下記⑤⑧に従い写真原稿を提出し、出品料を納める。
［第２期募集］　１０月１６日（木）必着（ＫＧ判も提出）、１８日（土）予備審査（展示決定）
（１）応募の際、下記⑤に従いＫＧ判も一緒に提出する。『作品集』掲載は「ノミネート作品」のみ。
（２）１期応募の作品を再度応募することはできない。銀塩モノクロ写真は焼き直して応募できる。
また、１期で２点展示決定した者は、組写真と銀塩モノクロ写真に限り応募できる。
　　　　（３）応募作品の３０～６０％程度、最大３５点を展示作品として選考する。
展示決定は１人２点までとする。

また、若干の作品を「入賞候補作品」としてノミネートする。

　　　　（４）発表は２１日（月）写真部会ホームページで行う。各校の応募一覧番号で発表する。
　　　　（５）展示決定の作品は、下記⑧に従い出品料を納める。
③応募作品送付先 　　〒390-8543　松本市県2-1-1　松本県ヶ丘高校内　高文連写真部会事務局
（℡ 0263-72-2139 　Fax 37-1074）　
④予備調査　　

・おおよその応募数を把握するため、Fax にて予備調査を行う。
予備調査の結果と実際の応募点数が大きく違わないようにすること。
⑤作品集写真原稿の提出　

・『作品集』の原稿として、作品と同一トリミングのＫＧ版（ハガキサイズ）を提出する。
（応募時に作品コピーをとっておくこと）

・短辺を102㍉とする。４ツ切の場合の長辺は122㍉。ワイド４ツ切はＫＧ判のままノーカットで可。
・写真原稿の裏に、縮小コピーした応募票をセロテープで貼る。

・第１期の原稿締切は、１０月１６日（木）。

・第２期の場合は、応募時に全作品に添付して提出する。
　・ノミネート作品でデジタル写真は、電子データも提出する。（写真教室にて使用のため）
⑥展示作品の表装 
（１）単写真（４ツ切・ワイド４ツ切）
・指定の半切アルミパネル（各校所有のものを使う。未所有校には事務局で貸し出す。）
  ・前面の透明プラスティック板は外しておく。また、紐や糸も外しておく。
  ・パネルに台紙（黒または白）を入れ、弱粘着性の両面テープ（「ナイスタックリムカ」など）を使
い作品を貼り付ける。両面テープは４スミだけでなく、印画紙ギリギリに４辺くまなく貼り巡らさ

ないと剥がれ落ちるので注意すること。
（２）組写真
  ・木製パネルに台紙(黒または白)を水張りした後、写真を両面テープまたはスプレー糊で貼付する。

応募作品を４倍（縦横各２倍）にプリントして貼付する。（パネルは事務局で用意）
　・個人で表装する場合、台紙を水張りする代わりに、型抜きしたマット紙を用いてもよい。
木製パネルは54.5×65.0cmとし、側面のパネルテープは黒とする。

（３）いずれの作品も、パネルの裏面に応募票を貼付すること。 
（４）作品の題名は文字・記号等を含めて１０字以内とし、特殊な記号やアルファベットは用いない。「Ｓ字カーブ」「Ｅメール」等の使い方は可。（タイトルカード・目録等編集の都合上、厳守のこと）
⑦展示作品の提出　　

・事務局より返却された応募作品をアルミパネルで表装し、１１月６日（木）必着で再度提出する。

・パネル（裏面に応募票を貼付）に、「出品表」・出品料の郵便振替受領書コピーを同梱する。

・第４部、第５部については、事務局と連絡をとりながら進めるものとする。
⑧出品料 

・第１～３部については、出品料１点５００円を学校ごとに一括して郵便振替口座に納入するものとする（現金での納入は不可）。ただし、組写真、銀塩モノクロ写真は無料とする。
・「第１４回高写展」入賞者８名、「春チャレ」３名、「第１０回高フォトコン」入賞者８名については、出品料から各５００円を減免する。

・「払込取扱票」の通信欄に、減免作品数などを記した送金額の明細を記入。手数料は各校で負担。
郵便振替口座番号は下記の通り。

　　　００５８０＝９＝５９９２６　長野高文連写真部会事務局　

⑨審　査
・第１～３部について、別途「審査要項」により､顧問の投票に審査員２名の投票を加え､得点の上位から入賞者を決定する。
・原則として顧問・生徒ともに１１月１３日（木）１２時までに所定の投票用紙で投票する。

顧問の投票なき場合、審査の公平さを保つため不投票校の作品は減点となる。
⑩入　賞
（１）上位６点の入賞作品および、生徒投票第１位の作品には卜ロフイーまたは楯を贈る。
（２）上位６点の入賞者が「第１６回高写展」の１～３部に出品の上、大会諸行事に参加した場合、作
品制作費の補助（図書カード１，５００円分）が受けられる。

（３）上位６位までの者は、原則として「第３３回全国高校総合文化祭」（三重県）の出品者として県高文連に推薦する。（「全総文祭参加要項」により７位以下の場合もある）

（４）推薦された生徒が全国総文祭に不参加（出品辞退）の場合、獲得ポイント数を考慮して再度推薦
者を決定する。再度推薦の調整がうまく行かない場合には、作品のみの出品を認めることもある。
（５）高写展で推薦された生徒及びマネージャーが全国総文祭に参加後、感想文・４ツ切写真２枚を
提出の上、「第１１回高フォトコン」または「第１６回高写展」１～３部に出品した場合には、
「参加助成金」６，０００円を支給する。
⑪展覧会
松本市美術館　市民ギャラリー　〒390-0928　松本市中央4-2-22  ℡0263-39-7400 

展示準備：１１月１２日（水）１６：００～　　　　　中信地区の生徒・顧問を中心に行なう。

展示期間：１１月１３日（木）～１１月１６日（日）　１０：００～１７：００

（最終日の一般入場は１５：１５で終了）
⑫大会行事　

顧問審査投票 １２日（水）展示準備終了後、または　１３日（木）９：３０～１１：００
写 真 教 室　１３日（木）１１：００～１２：１０　あがたの森文化会館（県写連）岩渕四季先生
顧 問 会 議　１３日（木）１２：１５～１２：４５　あがたの森文化会館
研修・交流会 １３日（木）１３：３０～１５：００　あがたの森文化会館
表　 彰　 式 １６日（日）１５：３０～１５：４５
撤　　　　収 １６日（日）１５：５０～１６：３０
⑬その他   
（１）入賞については、１４日までに顧問に連絡するので、表彰式に出席すること。欠席の場合は必ず代理を出すこと。
（２）１４回展入賞者（奨励賞を除く６名）で「第1５回高写展」出品者は、「研修・交流会」または
「表彰式」後、作品制作費の補助として図書カードを渡すので、申し出ること。本人に限る。

（３）表彰式に際しては、「第１０回高写連フォトコンテスト」入賞者の表彰も行うので、該当者は出
席すること。欠席の場合は必ず代理を出すこと。
（４）出品した学校は１６日（日）の表彰式・撤収作業に参加すること。やむを得ず事務局に返却を委
託する場合は連絡の上、次の料金を負担のこと。１０枚以内1,000円、1枚増すごとに100円追加。
（５）「第１０回高写連フォトコンテスト」入賞者は１～３部への応募が義務付けられているので注意
すること。

（６）主催者は、入賞作品の使用権を有するものとする。

（７）生徒及び職員の派遣依頼のための「開催要項」を、１０月３１日までに学校長宛に送付する。

（図１）単写真　余白の付け方（縦型の写真は９０度回転させた形になります）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カメラ店によるプリントで周囲に５ミリ程度の余白がついたものは、上図の余白とは別のものとし、許容範囲とする。
（図２）組写真のレイアウト例（パネルを縦型に使うこともできます）　　多くとも８枚ぐらいまで。



（図３）作品原稿のサイズ（縦写真は90度回転させた形になります）　　　　　　（セロテープの貼り方）
　　４ツ切余白なし（作品を見て左右カット）　　　　　　ワイド４ツ切　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　148㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　102㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102㍉

ハガキサイズ（ＫＧ判）は、店により２㍉前後違う場合があるので、短辺を基準にする。
原稿に周囲の余白は付けないこと。

（図４）松本市美術館案内図
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